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　　津波により壊滅的な甚大な被害を受けた閖上地区は、土地区画整理事業によりまちの

復興に取り組んでいくが、現在、被災住宅等をリフォームし地域で生活している世帯が約

６０世帯ある。

　また、閖上地区内を仙台港と県南地域を結ぶ地方主要道「塩釜亘理線」が走り、大型自

動車をはじめ相当の交通量がある。

　まちの復興の進捗に合せ、避難施設、誘導サイン等の整備に取り組んでいく計画である

が一定の時間を要することが見込まれる。

過般、平成２４年１２月７日に大規模地震が発生し津波警報が発令されたが、閖上地

区には避難施設がなく、閖上地区で生活する住民、閖上の復興事業への従事者及び通過車

両等への避難誘導が円滑に行えなかった実態がある。

　以上の点から、当分の間、閖上地区の緊急避難施設として、津波により被災した旧閖上

小・中学校にその機能を持たせるべく、誘導看板等必要な機材等の整備を図るものである。

【平成２５年度】 事業費

事業費　　8,000,000　円

整備機材等

①閖上小中学校への避難所案内板　４基 2,000千円

（看板　縦1.6ｍ×横1.2ｍ、高さ4.1ｍ、夜間照明付）

②携帯用防災情報伝達用無線機一式 3,000千円

　固定式４（市役所、閖小、閖中、車両１）

　可搬式６（市役所２、閖小２、閖中２）

③避難誘導資機材　　一式 3,000千円

　発電機４基、バルーン投光機４基、三脚付投光機８基、ＬＥＤランタン40個

　燃料携行缶４個、ドラム12個

※ この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名 閖上地区避難誘導機器整備事業

細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。


